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“人類の宋来”はどう蜜わる？
~r答えはとうだ！』

「ライフスタイル」
どう変わる？＝私の「答えはこうだリ

政幸馬居

多
彩
な
ネ
オ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
罷
生

ま
ず
は
改
革
に
成
功
し
た
湯
合
。

四
九
年
生
ま
れ
を
ピ
l
ク
と
す
る
巨
大
な

人
口
コ

l
ホ
！
ト
と
し
て
、
戦
後
日
本
の
経

済
的
繁
栄
を
専
業
主
婦
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

い
う
性
別
役
割
分
業
で
担
っ
た
団
塊
の
世
代

こ
そ
、
二
一
世
紀
日
本
の
進
路
を
決
定
付
け

る
高
齢
化
率
二
五

i
三
O
%時
代
の
主
役
。

そ
の
行
く
末
を
予
測
し
、
五
O
代
で
迎
え
た

新
世
紀
冒
頭
か
ら
、
老
い
へ
の
不
安
と
リ
ス

ト
ラ
の
嵐
を
リ
タ
イ
ア
後
の
人
生
へ
の
備
え

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
え
、
互
い
に
支
え
合
う

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
育
成
事
始
め
。
仕
事
人

間
や
家
事
人
聞
か
ら
、
夫
婦
や
仲
間
の
文
化

創
造
に
自
己
実
現
の
場
を
転
換
し、

老
い
る

身
体
を
共
に
補
い
合
い
な
が
ら
、
五
O
の
手

習
い
で
始
め
た
P
C
を
駆
使
し
て
世
界
の
友

と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
交
換
。

性
別
役
剖
分
業
で
ニ
ュ

l
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

築
い
た
世
代
の
た
め
、
男
女
の
技
能
と
感
性
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
条
件

編
集
部
の
意
図
は
人
類
の
百
年
を
一
区
切

り
に
子
ど
も
た
ち
に

H

夢
と
希
望
H

を
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
個
別
日
本
の
、
そ
れ

も
近
未
来
で
あ
る
こ

O
年
か
ら
二
五
年
後
の

リ
ア
ル
な
世
界
を
描
き
た
い
。
理
由
は
国
や

文
化
の
枠
を
越
え
た
人
類
共
通
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
な
ど
想
定
で
き
な
い
こ
と
。
も
し
百

年
後
に
単

一
の
型
に
人
類
の
生
活
が
統
一
さ

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
悪
夢
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち

を
待
つ
未
来
は
、
安
易
に
夢
と
希
望
を
語
れ

る
ほ
ど
甘
く
な
い
こ
と
。
よ
ほ
ど
覚
悟
し
て

準
備
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
こ

0
1二
五
年
後
な
の
か
。
一

九
四
九
年
生
ま
れ
の
私
が
七
O
歳
代
に
な
る

こ
と
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、
五
O
歳
代
前
半

に
最
も
人
円
の
大
き
い
固
ま
り
（
コ
l
ホ
l

ト
）
を
構
成
す
る
団
塊
の
世
代
が
高
齢
期
に

入
り
、
支
え
ら
れ
る
側
に
な
る
た
め
。

に
差
は
あ
る
が
、
戦
前
に
自
己
形
成
し
た
親

の
も
と
で
生
ま
れ
育
っ
た
多
産
世
代
の
最
後

と
し
て
、
貧
し
さ
を
基
調
と
す
る
生
活
習
慣

や
生
活
力
に
根
ざ
し
た
自
カ
更
生
の
潜
在
カ

を
蘇
ら
せ
、
新
た
な
共
同
参
画
社
会
へ
の
転

換
を
自
ら
演
出
。
男
女
共
に
新
世
紀
に
入
っ

て
顕
薪
に
な
っ
た
介
鰻
産
業
を
始
め
と
す
る

シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
忌
先
端
で
ベ
ン
チ
ャ

ー
起
業
に
挑
戦
。
特
に
女
性
は
家
事
育
児
と

パ
l
ト
で
培
っ
た
能
力
を
介
護
や
育
児
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
専
門
技
能
へ
と
洗
練
さ
せ
、
老

老
介
護
や
次
世
代
育
成
の
リ
ー
ダ
ー
の
位
置

を
確
立
。
仕
事
人
間
で
あ
っ
た
男
性
も
、
そ

の
能
力
を
海
外
に
向
け
、
こ
の
世
代
特
有
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
奮
い
起
こ
し
、
世
界
の
未

来
を
担
う
途
上
国
の
開
発
支
援
に
逝
進
。
終

の
住
家
は
疑
似
家
族
の
グ
ル
ー
プ
ホ
！
ム
を

典
型
に
、
血
縁
や
性
差
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

タ
ス
。
開
か
れ
た
学
校
を
舞
台
に
、
人
生
の

年
輪
に
刻
ま
れ
た
多
彩
な
智
恵
を
孫
や
曾
孫

た
だ
し
、
支
え
ら
れ
る
側
と
支
え
る
側
で

は
当
然
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
異
な
る
。

直
接
介
護
す
る
者
と
間
接
的
に
税
や
社
会
的

サ
ー
ビ
ス
等
で
負
担
す
る
者
で
も
異
な
る
。

職
種
、
収
入
、
年
齢
、

性
、
家
族
構
成
な
ど

に
よ
っ
て
も
多
様
。
何
よ
り
も
、
今
後
の
制

度
変
革
の
成
否
で
変
化
す
る
．

そ
こ
で
、
人
口
コ
l
ホ
i
ト
の
餌
点
か
ら

対
象
を
限
定
し
、
団
塊
の
世
代
と
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
（
二

O
歳
代
後
半
）
を
中
心
に
描
き
、
現

在
四
O
歳
代
に
届
こ
う
と
す
る
少
産
世
代
と

そ
の
子
ど
も
の
少
子
世
代
は
補
助
的
に
言
及

し
た
い
。
さ
ら
に
、
次
に
示
す
今
後
の
日
本

と
日
本
人
の
制
度
や
意
識
の
変
換
の
成
否
二

面
か
ら
描
き
た
い
。
ま
ず
圏
内
的
に
は
、
高

齢
者
増
と
子
ど
も
誠
に
対
応
し
た
政
策
転
換

や
男
女
共
同
参
画
を
阻
む
制
度
と
意
識
の
改

革
。
ま
た
対
外
的
に
は
、
国
限
化

・
情
報
化

を
挺
子
に
し
た
巨
大
市
場
で
の
大
競
争
時
代

を
勝
ち
抜
く
人
と
制
度
の
改
編
。
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の
年
代
の
人
た
ち
に
伝
え
な
が
ら
合
議
。

で
は
、
子
ど
も
の
代
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
は

ど
う
か
。
二

O
代
就
職
時
こ
そ
苦
労
し
た
も

の
の
、

I
T
革
命
成
功
で
世
界
の
情
報
大
国

へ
と
飛
朔
し
た
日
本
産
業
の
中
核
に
成
長
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
歯
止
め
を

か
け
る
制
度
と
意
識
変
革
の
効
果
に
よ
り
、

先
輩
の
少
産
世
代
と
異
な
り
、
親
へ
の
パ
ラ

サ
イ
ト
を
早
々
と
解
消
。
公
助
と
共
助
双
方

の
介
謹

・
育
児
サ
ー
ビ
ス
に
支
え
ら
れ
、
老

親
介
護
や
育
児
不
安
か
ら
自
由
に
な
り
、

S

O
H
O
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
活
用
し
な

が
ら
親
の
世
代
と
異
な
る
夫
婦
協
働
の
新
家

庭
（
ネ
オ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を
創
造
。
男
女
と

も
に
家
事
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
難
な
く
こ

な
し
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
と
り
わ
け
ア
ジ
ア

各
地
に
自
己
実
現
の
場
を
構
築
す
る
。

そ
し
て
、
迎
え
た
二

O
二
五
年
三
月
、
中

国
ハ
ル
ピ
ン
に
本
社
が
あ
る
情
報
機
器
メ
ー

カ
ー
に
就
職
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
情
報
セ
ン
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タ
ー
に
赴
任
す
る
娘
の
大
学
卒
業

・
就
職
祝

い
の
た
め
に
、
日
本
に
も
埼
し
て
急
激
に
高

齢
化
が
進
行
す
る
韓
国
の
シ
ル
バ
ー
産
業
育

成
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ソ
ウ
ル
に
い
る

両
親
を
迎
え
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
を
切

り
上
げ
て
帰
っ
て
き
た
妻
と
と
と
も
に
、
四

O
代
後
半
に
な
っ
た
夫
は
、
久
し
ぶ
り
に
三

世
代
が
集
う
会
食
に
向
け
て
、
新
料
理
披
露

の
た
め
の
準
備
に
余
念
が
な
い
。

3

改
革
失
敗
の
つ
け

で
は
既
得
権
益
に
縛
ら
れ
改
革
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

子
育
て
の
た
め
の
性
別
役
割
分
業
は
、
子

ど
も
の
自
立
（
進
学
や
就
職
）
と
と
も
に
夫

婦
で
い
る
意
味
を
失
う
。

リ
ス
ト
ラ
は
職
場

だ
け
で
な
く
家
族
の
紳
に
も
及
ぶ
。
離
婚
率

の
増
加
で
あ
る
。
特
に
、

団
塊
の
世
代
は
生

ま
れ
な
が
ら
の
男
女
共
学
初
世
代
。
若
き
日

の
学
校
で
培
っ
た
平
等
意
識
が
、
子
ど
も
の

た
め
と
い
う
大
義
名
分
か
ら
自
由
に
な
っ
た

“人類の宋来”はどう饗わる？
~r答えはとうだ！』

「人口・寿命」
どう変わる？＝私の「答えはこうだ！ J 

正康宮崎

妻
の
自
己
実
現
へ
の
意
欲
を
喚
起
。
日
本
経

済
の
構
造
改
革
に
失
敗
し
、
コ
ス
ト
削
減
で

生
き
残
り
を
か
け
る
企
業
努
力
は
、
安
価
な

女
性
パ

l
ト
の
職
域
を
拡
大
。
そ
の
結
果
、

旧
来
の
家
族
の
解
体
と
男
女
共
に
単
身
者
が

摺
加
。
ア
パ
ー
ト
の

一
室
で
の
老
後
と
公
的

介
護
費
の
膨
脹
が
危
倶
さ
れ
る
。

離
婚
危
機
を
免
れ
て
も
、
仕
事
以
外
の
生

活
全
て
を
棄
に
依
存
し
て
き
た
夫
は
、
リ
タ

イ
ア
後
の
世
界
に
適
応
不
能
。
愚
痴
と
無
力

感
に
苛
ま
れ
た
余
生
に
埋
没
。
お
ま
け
に
仕

事
と
家
事
育
児
の
両
立
負
担
を
女
性
の
み
に

強
い
る
労
働
慣
行
の
改
革
や
育
児
支
援
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
．も
失
敗
。
二

O
世
紀
末
の
少

子
化
の
原
因
で
あ
る
少
産
世
代
の
晩
婚
化
は

生
涯
未
婚
惑
の
上
鼻
へ
と
進
み
、
都
市
で
は

男
性
の
三
割
、
女
性
の
二
割
が
独
身
と
い
う

時
代
を
迎
え
、
家
族
介
穫
を
前
提
に
し
た
介

護
保
険
を
破
綻
に
追
い
込
む
。

子
ど
も
婚
が
期
待
さ
れ
た
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

国
連
は
一
九
九
九
年
に
世
界
人
口
が
六
O

億
人
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
ま
た
国
連
推

計
な
ど
に
も
と
づ
け
ば
、
途
上
国
の
多
産
・

少
死
に
よ
る
人
口
増
大
な
ど
の
た
め
に
、
世

界
人
口
は
一

一
一
世
紀
中
に

一
O
O億
人
に
達

す
る
可
能
性
が
高
い
。

と
こ
ろ
で
い
き
な
り
六
O
億
人
と
か
一

O

O
億
人
と
か
言
っ
て
も
、
生
徒
に
は
実
感
は

ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
関
連
す
る
問
題
を
自
ら

考
え
る
手
が
か
り
も
少
な
い
。

さ
ら
に
実
は
教
師
の
側
で
も
六

O
億
人
と

か

一
O
O他
人
と
か
説
明
し
て
も
、
ど
の
程

度
の
実
感
や
手
ご
た
え
の
あ
る
内
容
に
な
る

か
、
少
な
く
と
も
宮
崎
は
自
信
が
な
い
。

第
1
時

人
口
問
題
の
学
習
ゲ
l
ム

学
習
ゲ
l
ム
の
形
の
授
業
に
す
れ
ば
面
白

い
か
も
し
れ
な
い
。

生
徒
の
喜
び
そ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
安

価
な
シ
ー
ル
（
他
の
も
の
で
も
良
い
）
を
大

。も
先
輩
の
少
産
世
代
以
上
に
晩
婚
化
か
ら
未

婚
化
へ
の
道
を
歩
み
、
老
い
る
親
へ
の
パ
ラ

サ
イ
ト
人
生
は
増
加
の

一
途
。
そ
の
必
然
と

し
て
、

歯
止
め
の
き
か
な
い
少
子
化
は
子
ど

も
産
業
を
直
撃
。
学
校
は
相
次
ぐ
統
廃
合
と

教
師
の
高
齢
化
に
よ
り
、
社
会
の
変
化
に
取

り
残
さ
れ
、
公
教
育
存
続
の
適
否
が
論
議
の

姐
上
に
。
さ
ら
に
財
政
改
革
の
失
敗
と
少
子

化
進
行
に
よ
る
社
会
の
活
力
低
下
は
、
医
療

保
険
や
年
金
の
破
綻
は
い
う
に
及
ば
ず
、

二

O
世
紀
末
の
ア
ジ
ア
金
融
危
機
を
遁
に
越
え

る
日
本
発
大
恐
慌
の
予
想
が
世
界
経
済
を
揺

る
が
す
。
そ
の
結
果
、
ド
ル
・
ユ
ー
ロ
・
元

の
三
通
貨
に
支
え
ら
れ
た
ネ
オ
I
M
F
体
制

管
理
下
で
、
日
本
企
業
の
多
く
を
欧
米
や
ア

ジ
ア
各
国
の
資
本
が
支
配
。
中
年
期
を
迎
え

た
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
は
親
以
上
に
能
力
主
義
に

翻
弄
さ
れ
、
後
輩
の
少
子
世
代
は
親
の
腔
に

隠
れ
て
競
争
の
土
俵
に
も
登
れ
な
い
。

さ
て
未
来
は
ど
ち
ら
に
。
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〈
静
岡
大
学
教
育
学
部
数
回
目
V

祉
に
用
意
す
る
。

四
O
人
の
ク
ラ
ス
と
す
る
と
、
ま
ず

一
六

人
は
見
て
も
ら
っ
て
い
て
、

二
四
人
で
学
習

ゲ
l
ム
を
す
る
。
（
以
下
数
字
は
ク
ラ
ス
の
実

態
に
合
わ
せ
て
適
当
に
変
化
さ
せ
る
。）

説
明
・
「
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
国
を
代
表

し
て
い
ま
す
。
国
益
を
大
き
く
す
る

よ
う
に
交
渉
し
ま
す
。」

六
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ご

人
五
枚
ず
つ

で
す
」
と
言
っ
て
シ
l
ル
を
配
布
す
る
。
一

八
人
は
中
央
の
机
を
取
り
囲
ん
で
座
っ
て
も

ら
い
、

「こ
の

一
O
枚
は

一
八
人
分
で
す
」
と

言
っ
て
一

O
枚
の
シ
ー
ル
を
ま
と
め
て
机
の

上
に
置
く
。
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指
示

・
そ
れ
ぞ
れ
国
益
を
大
き
く
す
る

よ
う
に
、
冷
静
に
論
拠
を
あ
げ
な

が
ら
交
渉
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
は
三
分
で
す
。
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唱
置
A

地明

る
幻
世
紀
閉
幕
H
H
人
類
の
未
来
e
は
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
『
答
え
は
こ
う
だ
！
」

側

、
九
「
地
球
環
境
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：：：
j
i
－－
：
・：小
森

栄

治：・
印

紙

t
h

「
国
際
関
係
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」：

j
i－－
：
：：：：
奥
住

忠

久

：
・2

州

安
仁

「
社
会
体
制
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：・：
j
i
－－：：・
星
村

平
和
・：
お

柚

に

「ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
1

」

馬

居

政

幸

お

恥
即

「人
口
・
寿
命
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
j

i
－－：：
：
：：
宮
崎
正
康
・：
引

刈
切
「
労
働
の
ス
タ
イ
ル
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：
：
：
：
：
山

F

宏
文
：－
M

事
上
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：
：
：：：
佐
島
群
巴
：
・釘

E
h
「
情
報
化
の
将
来
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：
j
i
－
－
・
：
水
越
敏
行
：・
ω

一dM
「
社
会
機
構
」ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
：
：
：
：
－
j
i
－－：：阪
上
願
夫
：
・相

主
庁
「
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
：
：：：・松
尾

政

弘
・：
特

．1
＼
「
遺
伝
子
の
解
明
」
ど
こ
ま
で
進
む
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：
：
：
：：
車
場

信
・：

ω

罷
「
戦
争
と
平
和
」
ど
う
変
わ
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
j
i
－－
j

i
－－
佐
長
健
司
：
・臼

隙
開
制
細
川
割
問
罰
則
川
州
側
副

E
附
引
引
制
什
叶
｜
｜

日以

司
札
「
戦
争
」
つ
て
な
く
な
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！」
：：：
j

i
－－
j
i
－－－
渡
辺

訓

刊
日
「
男
女
平
等
」
は
ど
こ
ま
で
進
む
？
”
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
j
i－－
：
：
：
深
谷

郡

阿
巴
「
知
能
口
ホ
ッ
ト
」
は
で
き
る
？
”
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」：：：
j

i
－－
－
：
高
橋

胴

日
「
働
く
時
間
」
は
縮
ま
る
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：：
j
j
i
－
－
：
：
：
松
本

官

F
4

「
国
境
」
は
な
く
な
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：
：
：
：
j

i
－
－
：
：
：
：
：
安
藤

ヨ
ヨ
「
学
校
で
の
勉
強
」
は
続
く
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」・：
j

i
－－：
：
：
：
・
舘
野

官
凪
「
古
代
史
の
解
明
」
は
ど
こ
ま
で
進
む
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
：
：
：
小
林

四
国
「
日
本
と
近
隣
諸
国
と
の
関
係
」
ど
う
な
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：
金
子

~ 
引
世
紀
閉
幕

・
子
供
と
語
る

川
引．

h
．波

川
V
山
胤
刊

Mt
雄

例
制叫

同州
司

混

成

敏

波

山

倣

藤

川

大
桁

幻
世
紀
開
幕
・
子
供
と
語
る

H
川町
棋

信
司

浅

香

勝

輔

江
間
史
明

大
久
保
幸
則

田

所

昭

俗

出

村

勝

「
未
来
社
会
へ
の
夢
」
：
：
－
j

i
－－
j
j
i
－－
：
：
：
：
：
：
：
・
：
9

れ
本

成
五

宇
附
川

宏

馬

野

純

雄

小
限

友
行

瓜

谷

賢

司

中

西

良

岨障
問

詠

可

村

井

い

が

志

山

口

幸
男

2
十
符一朗
）

「
日
本
人
の
気
概
」
：
：
j
i
－－：
j

i
－－：
j

i
－－：：：：：－
M

安

住

順

一

石

黒

修

上

床

美
嗣

落

合

静

男

角

田

幸

彦

斎

厳

武
夫

山

田

政

俊

山
田

隆
弘

士川
崎
安
浩

園
山
口
湖
・仁
必
－x－－一杯
「改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
桜
山
附

総則一樹
T

j
i
－
－
：
：
：
・
谷
図
部
玲
生
：・引

図

的

民
人・泌
期伸文
陥
似
川
相
口
仁
舗
を
改
訂
高
等
学
校
学
問
晶
…導
要
領
の
展
開
地
理
歴
史
科
同
」
：
栗
原
久
：
引

悶

間

関

同

日

川

副

引
引
引
」

－

一ズ
パ
リ
奮
う
「
社
会
制
一

－
総
合
的
学
習
を
視
野
に
入
れ
た
社
会
科
授
業
理
論
犯
の
提
言
一
町
坦
で
ね
だ
九
四
円
可
一

＠

社
会
認
識
、
市
民
的
資
質
の
評
価
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－－
j
i
－
－
：
：
：
：
：
岩
田

－
ヱ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
か
ら
社
会
科
を
見
直
す
＠

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
｜
甘
く
危
険
な
香
り
：
経
済
の
謎
を
解
く
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．
 
・・・猪瀬

．
社
会
科
で
求
め
る
『
考
え
る
カ
」
と
は
何

か

＠

「社
会
に
生
き
る
思
考
’
「
社
会
を
生
き
る
思
考
」

：
：
：
：
：
：
j
i
－－：
：：
・吉
川

．
私
に
と
っ
て
の
社
会
主
穏
l
カ
ベ
崩
緩
か
ら

m年
／
幻
世
紀
ど
ん
な
社
会
を
目
ざ
す
か
＠

教
室
の
事
実
を
ひ
た
す
ら
見
つ
め
て
・

．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．． 
・・・・向山

・
選
択
学
習
／
捜
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
か

＠

小
学
校
選
択
場
而
を
組
み
込
ん
だ
指
導
と
評
価
①
：
：
：
：
：
：
－
J
i
－－：・北

中
学
校
通
史
的
部
分
に
お
け
る
選
択
の
場
而
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
佐
伯

｜
｜
朕
史
的
分
野

－
わ
が
県
の
情
報
・
こ
こ
に
，
こ
の
授
業
あ
り
’
お

岩
手
県
の
轡
：
：
：
：
：
：
：
：
：
佐
瀬

葡

閤・：
四

" ，同・・－、

「
l

T
革
命
」
ど
こ
ま
で
進
む
？
H
私
の
「答
え
は
こ
う
だ
！
」
：
j
i
－
－
：
：
：
：
中
村

「テ
レ
ビ
の
将
来
」
ど
う
な
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」・：：：：

j
i
－－市
川

「
原
子
力
の
将
来
」
ど
う
な
る
？
日
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：
：
：
：
：
j
i
－－進

「
誰
で
も
｛
子
宙
」
へ
行
け
る
？
H
私
の
「
答
え
は
こ
う
だ
！
」
：：：

j
i
－－：
：
：
近
藤

子
供
に
語
る

H

さ
よ
な
ら
鈎
世
紀
’

＊
生
活
史
か
ら
見
た
1
0
0
年
の
変
遷
と
引
世
紀
へ
の
朱
来
予
測
＊

，
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
’の
1
0
0
年
史
と
未
来
予
測
：：・－
j
i
－－：：
j
i
－－：
：
：
・
菊
池

，
食
文
化
。
の
1
0
0年
史
と
未
来
予
測
・
：
：
：
・
：
：
：
：
j
i
－
－
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
佐
藤

が
住
環
境
’
の
1
0
0
年
史
と
未
来
予
測
・
：
：
：
・
・
・
：
：
：
j

i
－－・：
j

i
－－：・
：
伊
藤

グ
風
俗
・
習
慣
’
の
1
0
0年
史
と
未
来
予
測
：：
j
i
－－：：：：：：
J
i
－－：
：
小
池

H

乗
り
物
’
の
1
0
0年
史
と
未
来
予
測
・
：
：
・
：
：・・
：・：・・：：・：・：・：：：
：：：
岡
田

，
娯
楽
。
の
1
0
0年
史
と
未
来
予
測
：
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・・・・：・
・・・・・・・・：・：・・・・・・・・
・・
福
山

H

ス
ポ
ー
ツ
’
の
1
0
0年
史
と
未
来
予
測
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：：
：
：：：
：
：
：：
：
根
本

（五
十
音
順
）

尚
人・
・・
田

和
子・
・・日

恒
久
・
・
・
引

康
・・・倒

間一足・・・
町

健
三
・：刊

大悟・－－
n

邦
君
－－－m

哲
－－－
m

克
美
・・・
白

書
・・・由

一
彦
：－
m

靖
志
・
・
・由

幸
也
・
・
・倒

充
－－－
mm

俊
夫
・・・
叩

篤
－－－
m

憲
市
・
－
－m

正
雄－－－

m

一
彦
：
－

m

武則－－－
m

幸
男
・
・
・
川

洋
一
・
：

m

俊
夫－
－－
m

異
人
・・・
閣
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